














要約:子どもの清涼飲料水やファーストフードの摂取行動の実態を健康や食生活との関連

でとらえ、子どもの成長や心身の健康にあった利用の仕方を検討するために、ファースト

フードと健康をめぐる国内・外の研究動向を概観した。国外においては、栄養価に関する

検討や、食品衛生学的検討、教育プログラムやその評価に関する検討などがみられたが、

わが国における研究は少なかった。その一因として、わが国ではファーストフードが外食

産業の形態的な側面からしかとらえられておらず、食べる側からみた位置づけが明確でな

いことが考えられた。子どもが食物を選択する行動からみたファーストフードの定義を明

確にすると共に、子どもの摂取の実態や、その健康や食生活、生活習慣や社会経済的要因

との関連を検討するための調査項目を検討した。


